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れ、実際アルカン類では Vi がイオン化電位(1.P. )に近いとき一次イオンが増加する。しかしアミン
やアルコールなど孤立電子対や π電子をもっ化針勿で、は、 Vi が1. P. に近ずくにつれて振動励起した
分子イオン(直接イオン化による)の生成が優先し、これが分解をむこすと推定される特定のイオンが
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圧倒的に増加する。 Vi が高くなるとき、孤立電子対や π電子を含めたHO準位から電子がとれて生成
する“超励起分子イオン"が増加する。
質量スペクトル測定の際、一般に Vdこついては全く関心が払われていないが、 Vr がある場合とな
い場合とではスペクトルが完全に変ること (Vr=Ovでは二次イオンが増加)や Vr 料雷撃電子を加速
して計器の読みよりもかなり高い Vi の値(例えば、 Vi=10v のとき Vr=10v にすると、実際の Vi は
15v ぐらいになる)を示すことを見出した。
3 準安定イオンと二次切断



























低級アミン及びアルコールについて行った。それらは C3~C7 のモノアミンとジアミン、 C4~C8 の
2 級アミン及び C3 と C4 のアルコールの計14種であるが、これらのMS の測定は電子衝撃電!玉川、リ




しかし、 Vi がイオン化電位に近くなると、その予測に反し NH2 及びOHのとれたイオンは殆んど生
成しなしミ。この結果は、このイオン化から分子イオンの生成に超励起状態の到達を前提とする理論の
適用範囲外にあって、むしろ単分子分解過程として説明される領域内にあるためである。次に Vi が
3伽以上になると理論値より実測値では小ちいフラグメントが増し、両者の一致がやや悪くなる。こ
れは一次生成イオンから統計理論的の遂次的切断によるイオンが増すためと説明できる。
このように、本論文は、従来相対立すると見倣されたMS に関する両理論は、相補的性格を有する
こと及び通常のMS の大勢は、分子軌道理論で説明できることを示し、今後この結論が広く適用でき
るか否か興味あるテーマを提供する。以上の理由により、これは理学博士の学位論文として充分な価
値あるものと認める。
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